被虐待児の親子支援活動普及事業（平成２２年度社会福祉振興助成事業）
	1． カナダの親子支援プログラム(プロジェクトペアレント)のヒアリング調査　
1 目的　　　「CRC親子プログラム」が参考にしているカナダの親子支援プログラムの詳細の　　
調査を行い、虐待の親子支援活動への応用の可能性を探る。

2 日時　　　平成22年4月22日～30日　　

3 訪問先　　・Ｐａｃｉｆｉｃ　Ｃｅｎｔｒｅ　Ｆａｍｉｌｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　「プロジェクトペアレント」に関するヒアリングを実施。

　　　　　　　　　　　　・Ｂｒｉｄｇｅｓ　ｆｏｒ　Ｗｏｍｅｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ

　　　　　　　　　　　　・Ｂｌａｎｓｈａｒｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ　Ｃｅｎｔｒｅ

　　　　　　　　　　　　・Ｂｕｒｎｓｉｄｅ　Ｇｏｒｇｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ　Ｃｅｎｔｒｅ

　　　　　　　　　　　　・Ｆａｍｉｌｙ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ｏｆ Ｇｒｅａｔｅｒ　Ｖａｎｃｏｕｖｅｒ

＊以上の非営利団体で行われている家族支援についてヒアリングを実施。　　

4 参加者　ＣＲＣ親子プログラムスタッフ5名

2． 医療・心理・福祉等の各専門家から、日本における親子支援の実践応用のためにスーパーバイズを得る

1 医療の専門家からのスーパーバイズ
・9月24日　12月1日　岡本正子氏（児童精神科医）

　　　　ヒアリングで重要視した保護者とプログラムスタッフとの関係性などについて

　　　・1月24日　小杉恵氏（児童精神科医）

　　　　ヒアリング内容をふまえ、子どもの発達と親子関係などについて

2 福祉の専門家からのスーパーバイズ

・12月27日　吉川敬子氏（元児童相談所所長）

　　　　ヒアリングで注目した関係機関との連携などについて

3． 被虐待児に関する親子支援実践のための支援者向け報告研修会を実施　

＊準備委員会の開催（計７回の実施）

＊報告研修会実施　

①テーマ　　子どもの成長発達につながる親子支援を目指して　

～虐待や子育てに困難を抱える親と子を支えるために～

②日時　　　平成23年2月5日

③場所　　　クレオ大阪西　

④内容

1部 研修報告

カナダ（BC州）における虐待再発防止プログラム「プロジェクトペアレント」について

　

2部 　シンポジウム 「親子支援の現場から」

コーディネーター

　　才村眞理氏（帝塚山大学）

シンポジスト

　　　　　　　　森田展彰氏（筑波大学）

　　児童相談所における父親グループ・プログラム「ナイス！」の紹介

　　　　　　　　小杉恵氏（大阪府立母子保健総合医療センター）

　　　　　　　　　　病院で出会う子どもと親への支援

　　　　　　　　宮口智恵（ＮＰＯ法人チャイルド・リソース・センター）

　　　　　　　　　　児童相談所における「ＣＲＣ親子プログラム」の実践

⑤参加者　　　８２名

４．　事業効果の確認
　報告研修会参加者にアンケートを実施　　

５．　事業報告書作成及び配布
　　　被虐待児の親子支援活動普及事業報告書を作成し、配布。


	（成果）

事業を通じ、当団体の「CRC親子プログラム」の実践に生かせる多くの内容が得られたので、ヒアリング内容を親子支援の実践に応用するという目的は、達成したと考える。

次に、被虐待児の親子支援活動の普及に関しては、報告研修会の参加者に実施したアンケートでは、94％の方が概ね満足と回答した。また、「親子の関係性に働きかけるということが改めて重要なことであると理解した」「どんな親でも変われるということに確信をもちました」等という意見が多数みられたことから、親子支援という考え方を広めたり、参加者の今後の実践意欲を高める機会になったと思われる。なお、事業報告書の配布に関しても感想が届いており、これらから被虐待児の親子支援活動の普及の効果は一定あったと考える。

さらに、当団体としても本事業を行ったことにより、被虐待児の親子支援活動の普及について、今後も継続的に働きかける基盤を作ることができた。

（課題）

今後、より多くの機関や支援者に対して被虐待児の親子支援活動の普及を行うことやそれを通して団体の支援者の獲得につなげる方策の検討が課題である。


